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科目名称： 工学倫理
モジュール名称： 技術者の倫理的行動を支援するシステム
実証講義要録
実証講義タイトル： 
科学・技術の倫理
実証講義日時・場所：

２００３　年　１２　月　１５　日　　　　場所　名古屋大学全学教育棟1A教室　　　　　　　　　
実証講義担当者：

所属：　名古屋大学工学研究科　　　　氏名：　黒田光太郎　　　　　　　　　　　　　
参加対象者属性

(1) 名古屋大学２年生
　　　　　

参加者人数

　　　　　　　　　　　　２４　　　　　　　　人

概要：

技術者の倫理的行動である内部告発と内部告発者の保護に関しての日本および世界の状況について、また内部告発に至らずにすむ企業の環境整備として行われている倫理オフィスの設置など企業内の活動について、さらに内部告発と内部告発者の保護に関わる法整備の現在の状況について講義を行った。そのあと、内部告発の事例のひとつである「ギルベイン・ゴールド」のビデオを観た後に、4グループに分かれて討論を行った。

受講者の意見等に基づく改善の方向性：
1.何もしないから内部告発に至るまでに、どのような行動をとりうるのかについて議論をするように指導したが、大学生2年生ということもあり、さまざまな角度からからの議論になりにくかった。社会経験の豊かな学生が加わった形式の討論の場を作ることが望ましい。

2.講義に約50分かけたため、ビデオ（約25分）の後の.討論の時間を十分にとることができなかった。講義は30分に留めて討論に少なくとも20分間は欲しい。講義内容を再検討する必要がある。

　　　　　　

3.討論の後に、各グループからどのような意見が出されたかについて、報告してもらった。これによって、自分らのグループに欠けていた視点を見出すことができ、有効であった。こうした時間を取り入れたい。
4.このような討論を行った後に、課題として、「自分であればどうするか」について各人にレポートを提出してもらった。討論によって思考の幅が拡がったと思われる。このよう課題も取り入れて本モジュールを再構成することにした。　　　　　　　　　　　　　　　　　
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